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1 本書は、長野県上田市における、各種開発事業計画に伴 う、平成 8年度市内遣跡発掘調査報
告書である。

2 調査は、国庫補助事業、県費補助事業として、上田市 (上田市教育委員会事務局社会教育課 )
が実施 した。

3 調査は、平成 8年 5月 2日 か ら平成 9年 3月 25日 まで随時実施 した。なお、平成 9年 3月現
地調査実施分については、次年度の報告書の中で報告することとした。

4 現地調査には事務局職員があたり、各調査 ごとにその職氏名を記 した。実測・ 写真撮影等は、
担当職員が行 っている。

5 現地調査は、主としてバ ックホーによる トレンチ調査で行った。バ ックホーの賃貸借・ 運転
については、調査員の指示により、和農興 竹内和好が行 った。
6 本調査に係る資料は、上田市立信濃国分寺資料館に保管 している。
7 本書の編集・ 発行は、事務局が行った。
8 本調査にあたり、開発施工主、担当課所、担当職員に調査実施に係る調整等、格段のご協力
をいただいた。

9 本調査に係る事務局の体制は次のとおりである。 (職名 )
(教育長)内藤 尚、 (教育次長)荒井鉄雄、 (社会教育課長)松沢征太郎、 (文化係長)
岡田洋一、 (文化係職員)中沢徳士、尾見智志、塩崎幸夫、久保田敦子、久保田浩、西沢和
浩、清水 彰、小笠原正
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(■ )i調 杏 の 目 的

上田市は、長野県の東部、通称「東信地区」に所在する。市域のほぼ中央を東西に千曲川が流

れ、北に太郎山塊、南に独鈷山塊、東に烏帽子山塊、西に飯縄山塊と四方を山々に囲まれた地域

である。歴史的にみると、古代には創置の信濃国府・ 信濃国分寺が、中世には信濃守護所が、近

世には上田城と、常に長野県史の表舞台に立ち続けたところである。

一方、地下に残る埋蔵文化財についても、昭和46～ 48年にかけての分布調査により、 430件
余りの遺跡が登録された。ところが、この調査は、遺物の表面採集や聞き込みによるものであっ

たため、遺跡の範囲や保存状況が正確さに欠け、発掘調査着手後に調査の計画変更を余儀なくさ

れる事態が数多 く生 じ、文化財保護部局のみならず、開発主体者にも多大な迷惑をかけるケース

がしばしばであった。

1998年長野冬季オ リンピックの決定、市域再開発に伴 う各種の官・ 民の開発計画が目白押 しの

状態 となっている現在、上田市教育委員会ではこれらの開発に伴 う遺跡の保護措置を講ずるため、

平成 3年度以来、国庫補助事業として、「市内遺跡発掘調査」を実施 しており、本年はその第 6

年次日となる。

本年度は、公共開発事業に伴 うものとして、県道の建設に伴 う「金鉾遺跡」、市営住宅建設に

伴 う「内堀居館址」、国立新病院建設及び市道拡幅に伴 う「八幡裏遺跡」、ほ場整備事業に伴な

う「築地遺跡」、産業団地造成に伴 う「上沖遺跡」を行い、このうち、金鉾遺跡、八幡裏遺跡で

は、遺跡の確認により、別途発掘調査を実施 した。築地遺跡においても遺跡が確認され、今後の

保護措置の必要が生 じている。一方、民間開発事業としては、ハウジングセンター建設にともな

う「金井裏遺跡」、同じくハウジングセンター建設及び遊技場建設に伴 う「染屋台条里水田跡遺

跡」、スーパー移転建設に伴 う「西の手遺跡」の試掘調査を行い、このうち、金井裏遺跡、西の

手遺跡においては、遺跡の確認により、別途発掘調査を実施 し、あるいは実施中である。上田イ

ンターの開設に伴い、周辺の染屋台を中心とした開発事業は、今後 も増えそうである。

開発の情報は、公営のものについては上田市の担当部局や、長野県教育委員会事務局が照会 し

たものから、民間のものについては上田市開発審査の合議により得た。そして、社会教育課職員

が現地踏査を行い、調査の要があると判断されたものについて試掘調査を行った。

調査は、開発計画区域内にバ ックホーによリ トレンチを入れ、その上層や遺構検出面・ 出土遺

物の有無を確認 し、これと地形のあり方を考えあわせ、開発区域内における遺跡の範囲を示すこ

ととした。なお、事業地が未買収の場合、事前の現地踏査により開発計画図に トレンチを入れる

箇所を示 し、現所有者の同意を開発主体者 (主管課)に得てもらい、調査を実施 した。

遺跡の保護措置を講ずる保護協議をすすめるうえで、開発側・ 保護側双方にとって最大の関心

は、該当遺跡の範囲であり、この基礎資料となるものが今回の調査結果である。限られた範囲と

予算、人員・ 期間の中での調査であるため、やや不十分な面があるのは否めない。 しかし、この

調査がその後の遺跡の行 く末を決めて しまう面が大きいため、調査の精度のさらなる向上が必要

となってきている。
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第 1図 平成 8年度市内遺跡発掘調査試掘調査地点図 (1)
( )内 の数字は、本報告書の報告番号を示す
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第 2図 平成 8年度市内遺跡発掘調査試掘調査地点図 (2)
( )内 の数字は、本報告書の報告番号を示す
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(2) ≦>命牟義卦透ホ

1 調査地
2 原因
3 調査日
4 調査方法
5 調査担当者

上田市大字本郷字金鉾

県道上田丸子線建設工事

平成 8年 5月 2日

幅 Imの トレンチ 2本 (長 さは任意 )
西沢和浩・ 清水 彰

遺跡の位置と経過

金鉾遺跡は、上田市街地の南部、本郷地区に位置する。『上田市の原始・ 古代文化』 (1977上

田市教育委員会)では、下川原・ 下窪・ 金鉾遺跡として記述され、「下本郷集落の北端から南北
およそ300m、 道路の東方約100mの範囲に下川原、西方約200mの範囲に北方の下窪、南方の
金鉾の 3遺跡がある。西方の 2遺跡は、圃場整備で全壊状態である。いずれも後期の上師・ 須恵

器を出上 し、一連の遺跡と考えられる。」とある。

平成 7年冬、上田建設事務所から県道上田丸子線を建設 したいとの申し出があり、用地買収の

完了部分から試掘調査を実施することとなった。この調査では奈良・ 平安時代の遺跡が確認され

ている。 (『市内遺跡 V』 1996年上田市教育委員会)

今回の調査地点は、前述の地点の東側に隣接 し、遺跡が広がる可能性があったため、用地買収

の終了を受けて試掘調査を実施 した。

調査の結果

調査は、事業地内に 2本の トレンチを設定 し、小型パックホーにより掘削し、土層断面を精査
した。

その結果、いずれの ト

はひろがっていないこと

が確認され、金鉾遺跡の

東端は、昨年試掘調査 し

た範囲に収まることが確

認できた。

レンチでも遺構・ 遺物はまったく検出されず、遺跡は今回の調査地点に

この後、建設事務所 と

遺跡の保護協議を実施 し、

平成 8年 11月 、稲の刈 り

入れの済んだところで発

掘調査を実施 し、掘立柱

建物址 6件を含むピット

群・ 土装・ 溝址を確認 し

た。
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第 3図 金鉾遺跡試掘調査 トレンチ配置及び標準土層図



(3) ≦ 済 )■ 襲 重・

‐
3透

ホ

1 調査地
2 原因
3 調査日
4 調査方法
5 調査担当者

上田市大字上田字蛇沢

ェスビーシーハウジングセンター建設

平成 8年 5月 7日

幅約 lmの トレンチを 9本入れる

中沢徳士、久保田浩

遺跡の位置と経過

金井裏遺跡は、上田市の北東、太郎山麓の黄金沢扇状地の末端にあたる。地形は全体に南に傾

斜し、遺跡のすぐ東には沢筋があったと思われ、深く快 られている。ここには現在、市道が通っ

ている。本遺跡は1985年、上田バイパスの建設に伴い発掘調査 しており、弥生時代後期と古墳時

代初頭の住居址 2件を検出している。

今回、エスビーシーハウジングセンターの建設について開発事業申請された当地籍は、この85

年の調査地区のすぐ北に隣接するところであり、遺跡が広がっていることが十分に予想された。

4月 5日、開発事業に係る現地説明会でこの旨事業主に伝え、ぶどう棚等の撤去を待って 5月 7

日、範囲確認のための試掘調査を実施 した。

調査の結果

調査は、施工区に9本の トレンチを設定 し、バックホーにより掘削、土層断面、遺構検出面を

精査 した。その結果、Tr―ol.02に おいて住居址のプランを確認 し、Tr-07.08か らは弥生時代後期

の住居址のプランを確認した。昭和60年の調査結果と、本調査結果を合わせて考えると、当施工

に係る遺跡の面積は約3,000ぜ に及ぶものと考えられた。

この後、事業主と遺跡の保護協議を、 5月 14日、 5月 30日 の両日にわたって開催し、駐車場部

分については砂利敷、歩

道部分についてはインタ

ーロッキング施工により

現状保存とし、造成のた

め大幅な盛 り上 と、建物

建設敷についての1,800

だについて、記録保存の

ための発掘調査を実施す

ることとなった。
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第 4図 金井裏遺跡試掘調査 トレンチ配置及び標準土層図
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(4) Z雪 だ 生 剰 岳
―

‐

3彪
小

1 調査地
2 原因
3 調査日
4 調査方法
5 調査担当者

上田市大字古里字西之手

スーパーマーケッ ト建設

平成 8年 5月 8日 、 10日

幅約 lmの トレンチを15本入れる

久保田敦子、久保田浩

遺跡の位置と経過

西之手遺跡は、上田市の北東、染屋台といわれる千曲川と神川によって形成された大段丘のほ

ぼ中央に位置する。この地は、故一志茂樹博士の研究成果に基づき、 1982年から87年まで上田市

が実施 した「創置の信濃国府跡推定地確認調査」事業で、東之手地籍とともに、国府跡 と推定・

調査 した地域でもある。その第 1次調査では、古墳～平安時代前期の溝址や住居址と遺物が豊富

に出上 し、また、第 5次調査 E地点では、古墳時代後期に比定される掘立柱建物址が検出されて

いる。 しか し、直接国府に結びつ く遺構・ 遺物は見 られず、確認調査はいったん中断 していた。

今回、この西之手地籍の前述の調査の第 5次調査 E地点を含む地域で、いやおふ くがスーパー

マーケットを建設するにあたり、遺跡の範囲確認のため、試掘調査を実施 した。

調査の結果

調査は、施工区に15本 の トレンチを設定 し、バ ックホーにより掘削、土層断面、遺構検出面を

精査 した。

上層は、耕作土とその直下に形成される灰橙色溶脱層20～ 30ollを剥 ぐと、地山の黄橙色の粘質

上があらわれる。その地山上で、Tr-01,02,04,06,07,11,12か らは、掘立柱建物址の一部 と思わ

れる柱穴が確認されたほか、Tr-04,07,12,14か らは溝状遺構が確認され、そこからは古墳時代

の上師器・ 須恵器片が出

上 した。また、Tr-02,04,

12,14か らは平安時代

の上師器片、須恵器片、

灰釉陶器片が出上 した。

これ らのことか ら、西之

手遺跡は調査対象区全体

にわたって分布 している

ことが確認された。

この後、開発主体者 と

遺跡の保護協議を行い、

H8～ 9に かけて記録保
存のための発掘調査を実

施することとなった。
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第 5図 西之手遺跡試掘調査 トレンチ配置図
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(5)染 4台 条 早 /kIヨ 跡

1 調査地
2 原因
3 調査日
4 調査方法
5 調査担当者

上田市大字住吉字福田

上田ハウジングセンター建設

平成 8年 6月 3日 ～ 4日

幅約 lmの トレンチを 3本入れる

中沢徳士

遺跡の位置と経過

染屋台条里水田跡は、上田市の北東部、千曲川 と神川によって形成された段丘状に位置する。

遺跡分布図では、染屋台条里水田跡 として段丘全体が括 られているが、水田址については、現在

のところ確認されていない。 しか し、数回の試掘調査や発掘調査により、この段丘上にいくつか

の小遺跡が存在することが確認されている。特に、今回の施工区の北側では、平成 7年度に「大

畑遺跡」が確認・ 調査されており、遺跡の存在 も十分に予想された。

今回、いア ドコマーシャルより、「上田ハウジングセンター」を建設する旨の開発事業申請が

あり、遺跡の有無確認のため、試掘調査を実施 した。

調査の結果

調査は、施工区に 3本の トレンチを設定 し、バ ックホーにより掘削、土層断面を精査 した。

その結果、調査地全体に0。 5～ 1.5mの盛上がされており、その盛土を剥 ぐと、水分を多量に

含む暗緑灰色、もしくは緑灰色、黄橙色の強粘上があらわれた。また、盛土とこの強粘上の境に

は、植物の腐食土や、葦 。ま系の根が存在 し、かつてこの地が湿地帯であったことが判明 した。

遺構や遺物の出土はなく、遺跡の存在は確認されなかった。
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第 7図 染屋台条里水田跡試掘調査 トレンチ配置図
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(6) F勺 功丑 発曇 彪ホ  (た 今 宮占 彪ホ )

1 調査地

2 原因
3 調査 日

4 調査方法
5 調査担当者

上田市大字五加字内堀

市営内堀住宅建設

平成 8年 6月 6目 ～ 7日

幅約 lmの トレンチを 4本入れる

中沢徳士

遺跡の位置と経過

内堀遺跡は、千曲川の南西、塩田平のほぼ中央に位置する。遺跡は、産川を東に望み、いくつ

かの微段丘を形成する地にある。『上田市の原始・ 古代文化』 (1977年上田市教育委員会)に よ

れば、「 (前略)…・およそ10,000だ にわたって、弥生後期の箱清水式、後・ 晩期の上師・ 須恵器

を出土する。この台地の周囲には堀がめぐらされ、地名の考証などからも、平安後期 ごろの居館

址の所在が推定される… (後略)」 と述べている。今回、市営内堀住宅の第 2期工事に伴い、施

工範囲に係る遺跡の範囲確認と状況把握のため、試掘調査を実施 した。

調査の結果

調査地は、居館推定地を取 り巻 く堀跡の北側が、産川に向かって落ちる箇所で行った。場合に

よれば、堀跡の一部が検出されることも想定 して行った。

調査の結果、どの トレンチでも表上の下からはす ぐに砂礫層が分厚 く堆積 し、往時はこの地が、

産川の氾濫原であったことを示 していた。ただ、Tr-01で は、居館址面と氾濫源とを境する変換

の上層が現れ、場合によれば、堀の水を吐 く水路の存在 も考えられた。 しかし、Tr― o2、 Tr-04

ではこれに連続する土層の変化はみられず、その範囲は把握 し得なかった。また、この箇所は、

現状保存が可能な箇所であったため、 これ以上の調査は行わなかった。

今後、第 3期、第 4期

工事に際 しても、調査は

行っていく必要がある。

ユ.熊lr

Tr一 01土 層
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第 9図 内堀居館址試掘調査 トレンチ配置図
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(77) ノ＼ 中番 毒墓・
‐3厖本

1 調査地
2 原因
3 調査日
4 調査方法
5 調査担当者

上田市緑ヶ丘一丁 目

国立新病院付属保育園及び駐車場建設

平成 8年 7月 20日 、 31日

幅約 lmの トレンチを 6本入れる
中沢徳士

遺跡の位置と経過

八幡裏遺跡は、市街地の北部、新田地区に位置する。 この地は、太郎山の南斜面、和合沢の小

扇状地の末端の、比較的緩やか斜面である。正確には、「八幡裏遺跡群」ともいうべきもので、

『 上田市の原始・ 古代文化』 (1977年上田市教育委員会)では、思川遺跡、大星前遺跡、海禅寺
裏遺跡、新田遺跡、道祖神遺跡、八幡東遺跡、八幡裏遺跡の 6遺跡 として把握 している。今回、

調査対象となったのはこのうち、思川遺跡の範囲で、同報告書によれば、「国立東信病院敷地内

を中心に分布する遺跡で、昭和27年の改築工事の際に、縄文中期の加曽利 E式・ 後期の堀之内式

・ 加曽利 B式などの上器片とともに、磨製石斧 1、 打製石斧 6、 ニホンジカ・ イノシシなどの獣
骨を出上 した… (後略)」 とある。さらにこの隣接地で、 1994年、国立新病院の建設に伴 う発掘

調査が実施され、縄文時代後期の敷石住居址や古墳～平安時代の住居址が数多 く検出されている。

今回、平成 8年度中に国立新病院の付属保育園及び駐車場が建設されることとなったため、施

工範囲に係る遺跡の範囲確認と状況把握のため、試掘調査を実施 した。

調査の結果

調査は、施工範囲を対象に トレンチを 6本入れて行った。調査地は、病院の駐車場として利用

されており、

となった。

また、地中にライフラインが網の日のように通っていたため、限 られた範囲の調査

調査の結果、地下 3m
まで深掘 りをしてみたが、

遺構・ 遺物の検出はなく、

前述の94年の調査の際に

確認された溝址がのびて

いることもなかった。

このことから、この遺

跡の北西の限界が、94年

調査の範囲であることが

確認できた。

暇
ド
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第 11図  八幡裏遺跡試掘調査 トレンチ配置図
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第 12図 八幡裏遺跡試掘調査標準土層図

2… 旧耕作土層1…埋め土層
3…礫を含む明褐色土層 (締 まり無 )

5…明褐色砂質土層4…礫層
6…礫を含む黒灰色土層 (締まり良 )
7…明褐色砂層
8…灰褐色粘質土層
9…黄橙色粘質土層
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(3) 八 幡 ― ・

‐

3~跡

1 調査地
2 原因
3 調査日
4 調査方法
5 調査担当者

上田市緑ヶ丘一丁 目

都市計画道路国立新病院南口道路建設

平成 8年 10月 26日

幅約 lmの トレンチを 5本入れる

中沢徳士

遺跡の位置と経過

八幡裏遺跡は、市街地の北部、新田地区に位置する。 この地は、太郎山の南斜面、和合沢の小

扇状地の末端の、比較的緩やか斜面に位置する。正確には、「八幡裏遺跡群」ともいうべきもの

で、『上田市の原始・ 古代文化』 (1977年上田市教育委員会)では、思川遺跡、大星前遺跡、海

禅寺裏遺跡、新田遺跡、道祖神遺跡、八幡東遺跡、八幡裏遺跡の 6遺跡 として把握 している。今

回、調査対象となったのはこのうち、道祖神遺跡の範囲で、同報告書によれば、「山洋電気上田

工場の敷地内にあり、造成工事の際にほとんど破壊され、分布範囲は明らかでない… (後略)」

とある。一方、この八幡裏遺跡では、長野県職員住宅や国立新病院、同看護婦宿舎の建設に伴 う

発掘調査が 1994年以来、 3次にわたって実施され、古墳時代の住居址や縄文時代後期の敷石住居

址が数多 く検出されている。

今回、平成 8年度中に国立新病院の南口道路が建設されることとなったため、施工範囲に係る

遺跡の範囲確認と状況把握のため、試掘調査を実施 した。

調査の結果

調査は、施工範囲の1,800ぜ (L150mXW12m)を 対象に トレンチを 5本入れて行 った。調査地は、

新病院の工事用道路や駐車場、市道として利用されていたため、限られた範囲の調査となった。

調査の結果、L=93m、

W=12mの 約 1,200♂ にわ
たって、古墳時代の住居

址や縄文～古墳時代の上

器の出土をみた。遺構検

出面の深さは、前述の 3

次の調査と同様、 2m前

後と、深い位置であった。

遺跡の範囲は、周辺地

形か ら類推すると、この

辺りを西南の限界として、

山洋電気上田工場敷地内

にひろがって遺存 してい

るものと考えられる。

露II緒
=。
ま蝶v_４攀

一
一
」
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第 13図 八幡裏遺跡試掘調査 トレンチ配置図
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2…灰褐色砂礫土
3…灰褐色砂質土

7…締 ま りの良 い

8…締まりの良い橙色砂
9…締まりの良い灰色砂

4…褐色弱粘質土遺物包含層 10…灰緑色砂
5…締まりの良い褐灰色砂礫±11…砂礫
… 締 ま りの 長 い
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(9)算 郵 也 達 封 芥

1 調査地
2 原因
3 調査日
4 調査方法
5 調査担当者

上田市大字築地字駕籠田

県営ほ場整備事業

平成 9年 2月 20日 ～22日

幅約 lmの トレンチを20本入れる
中沢徳士

遺跡の位置と経過

築地遺跡は、上田市の西部、浦野川 と産川によって形作 られた通称川西平野の東に位置する。

正確には、「築地遺跡群」 ともいうべきもので、『 上田市の原始・ 古代文化』 (1977年上田市教

育委員会)では、蔵之台遺跡、屋敷遺跡、西沖遺跡、駕籠田遺跡の 4遺跡 として把握 している。
今回、調査対象 となったのはこのうち、駕籠田遺跡の範囲で、同報告書によれば、「築地集落の

西南方にある桑畑・ 果樹園内、およそ4,000ぜ にわたって、縄文中期の加曽利 E式上器を出土す
る。」とある。

今回、平成 9年度に当地区で県営ほ場整備事業が計画されたため、遺跡の範囲確認と状況把握
のため、試掘調査を実施 した。

調査の結果

調査は、施工地区の築地池東1.7haを対象に トレンチを20本入れて行った。その結果、施工予定

区北側からは弥生～平安の上器片 と住居址・ 溝址・ ピットが検出し、築地遺跡 (駕籠田遺跡)は、
想定よりも南に大きく広がっていることが判明した。検出面は、GL-20ヽ 30clllと 浅 く、耕作土を剥

ぐと直下に現れる。一方、南側では、遺構検出面がGL-20～ 30clllと 浅 く、平安時代の上器片を出土

し、別の遺跡の存在が想定された。土層及び地形から見ると、施工区外南側に流路があり、分流

が施工区を横切 り、それ

を境 として築地遺跡の南

にもうひとつ小さな遺跡

が存在するものと考えら

れた。

この結果、調査地の南

半部約 1,500ご と、北側

の築地遺跡の8,500どの、

合わせて10,000ど に及ぶ

遺跡が存在することが確

認できた。 しか し、南側

の遺跡については、築地

遺跡 と全 く性格を異にす

るものか、一体のものか

までは判明できなかった。
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第 16図  築地遺跡試掘調査標準土層図

層       6… 黄橙色砂礫層
7…黄橙色砂質土層

粘質土層    8… 褐灰色砂質土層
色強粘質土層  …… 遺̈構検出面
礫層

-25-



(■  o) L沖 浩 跡

1 調査地
2 原因
3 調査日
4 調査方法
5 調査担当者

上田市大字国分字上沖

平成 9年度国分産業団地造成工事

平成 9年 2月 24日 ～27日

幅約 lmの トレンチを29本 入れる。
中沢徳士

遺跡の位置と経過

上沖遺跡は、上田市街地の東方、通称染屋台地の南端に位置する。『上田市文化財分布図』

(1996年上田市教育委員会)に よれば、染屋台条里水田跡遺跡の範囲である。染屋台条里水田跡

については、この間、数回にわたり調査を実施 しているが、埋没条里の存在は確認できていない。

しか し、隣接する上田第一中学校予定地では、本年度当初に「古城遺跡」の発掘調査を実施 して

おり、段丘端の、遺跡の立地には比較的条件が良いロケーションである。

今回、この上沖地籍内の3.8haで 、上田市が長野県土地開発公社に委託 して、上田駅前再開発

に伴 う代替地として国分産業団地を造成することとなり、今回の調査の運びとなった。

調査の結果

調査は、施工範囲内に29本 の トレンチを入れて行った。この地はかつて、ほ場整備が実施され

ており、上の攪乱が著 しい箇所 も見受けられた。全体 としては、染屋台地特有の白っぽい粘土層

が耕作上下から出ており、施工区の大半で遺跡の存在は確認できなかった。

しかし、Tr-18～ 24(国分 195番地～198番地)の 、台地の張り出し状の箇所約6,500ぽ にわ

たって、遺跡の存在が確認された。Tr-18で は、墓壊か ら人骨を出土 した他、土壊・ ピットが検

出された。また、Tr-23か らは溝状遺構が、Tr-24か らは隅丸方形の住居址及び土壊のプランが

確認された。

この結果、条里水田跡

ではなく、新たに集落址

・ 墓址の遺跡の存在が確

認されたため、遺跡名を

字名から新たにとり、

「上沖遺跡」とし、現在

その保護措置について調

整 している。 (な お、字

名は、旧来は「大沢」で

あったが、ほ場整備によ

り、「上沖」となってい

る。 )
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第 18図 上沖遺跡試掘調査標準土層図
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1…耕作土層

2…溶脱層

3…灰橙色強粘質土層

4…灰橙色攪乱土層

5…橙色砂質土層 (地山)

6…灰色泥炭強粘土

7…青灰色粘質シル ト層

8…褐灰色砂質粘質土層

……遺構検出面
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